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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

　今回の広報かつやま１月号から、勝山警察
署と連携し、市民の安全安心に関する情報の
連載を始めます。この連載開始の経過等につ
いて、勝山警察署の三好署長にお話を伺いま
した。
　「昨年４月に勝山警察署に赴任しました。
４月から福井県、県警、県公安委員会が共同
で『安全安心ふくい』充実プランを策定し、
総合的な治安の向上に努めています。勝山市
は特に高齢化が進んでいることから、勝山署
として高齢者の交通事故防止や高齢者を狙っ
た犯罪防止に力を入れたいと考えました。そ
こで、一般市民の方に委嘱している勝山警察
署協議会で啓発に関する意見を伺ったとこ
ろ、『広報かつやま』はお年寄りによく読ま
れているので、「高齢者向けの啓発を定期的

に掲載してもらえばどうか」との意見が出さ
れました。
　そこで、勝山警察署協議会からの要望とし
て市役所へお願いしたところ、勝山市の安全
安心推進審議会との連携という形で毎月掲載
していただくこととなり、大変感謝しており
ます。
　昨年は勝山市でも振り込め詐欺の電話が30
件確認されており、そのうち１件は被害が発
生しています。『広報かつやま』で啓発するこ
とで、市民の皆さんの意識・関心を高め、犯
罪の防止につながることを期待しています。」

中小企業の強い味方経営者の
皆様へ

経営

ジョブ・カード制度
企
業
と

求
職
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を

促
進
!!

企
業
と

求
職
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を

促
進
!!自社のニーズに

合った人材を
育成・確保
できます！

経験が
少なくても
正社員への
道が広がり
ます。

奥越地域ジョブ・カードサポートセンターでは、ジョブ・カードを
活用した雇用型訓練を実施する企業を支援しています。

勝山商工会議所
奥越地域ジョブ・カードサポートセンターTEL（0779）88-0463

お問い合わせ

　　　勝山警察署

三好　孝
たかひろ
祐 署長

「広報かつやま」と連携を

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

広報かつやまに
広告を載せませんか？

お申し込みは秘書・広報課まで
ご連絡先はこちら

↓
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12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
４
日

か
ら
19
日
ま
で
の
日
程
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

山
岸
市
長
は
市
議
会
招
集
あ
い

さ
つ
の
中
で
、
新
体
育
館
建
設
用

地
で
見
つ
か
っ
た
廃
棄
物
の
処
理

に
つ
い
て
、
こ
の
課
題
解
決
の
た

め
、
市
役
所
の
建
設
部
新
体
育
館

整
備
課
内
に
新
た
に
廃
棄
物
対
策

室
を
設
置
し
、
廃
棄
物
の
運
搬
・

処
分
と
、
今
後
想
定
さ
れ
る
諸
課

題
解
決
に
向
け
て
庁
内
を
上
げ
て

取
り
組
む
と
述
べ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

主
な
内
容
と
し
て
、
地
方
交
付

税
減
額
に
伴
う
職
員
給
与
削
減
な

ど
の
職
員
人
件
費
の
減
額
、
工
場

等
の
増
設
に
係
る
助
成
金
の
増

額
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

補
助
金
の
増
額
な
ど
が
計
上
さ

れ
、
一
般
会
計
に
お
い
て
７
４
５

万
４
千
円
を
増
額
し
、
総
額
を
１

２
４
億
６
２
０
３
万
６
千
円
と
し

ま
し
た
。

旧
勝
山
精
華
高
校
の
土
地
に
係
る

旧
勝
山
精
華
高
校
の
土
地
に
係
る

補
償
額
の
調
停
案
等
を
可
決

補
償
額
の
調
停
案
等
を
可
決

か
12月定例議会

• 

勝
山
市
簡
易
水
道
基
金
条
例

• 

勝
山
市
営
温
水
プ
ー
ル
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
水
芭
蕉
」

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

◆
そ
の
他

　

そ
の
他
と
し
て
、
旧
福
井
県
立

勝
山
精
華
高
等
学
校
の
土
地
の
補

償
額
を
確
定
す
る
た
め
の
調
停
案

の
受
諾
な
ど
４
議
案
が
可
決
さ

れ
、
平
成
24
年
度
勝
山
市
歳
入
歳

出
決
算
と
平
成
24
年
度
勝
山
市
水

道
会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
に

つ
い
て
は
、
可
決
並
び
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
件
の
陳
情
が
不
採
択

と
な
り
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て
の
諮
問
３
件
に
つ
い
て

は
異
議
が
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
債
務
負
担
行
為
と
し
て
、

平
成
30
年
度
ま
で
の
可
燃
ご
み
等

の
収
集
運
搬
業
務
委
託
費
等
も
計

上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
下
水
道
事
業
会
計
な
ど

７
つ
の
特
別
会
計
で
合
わ
せ
て
２

０
４
５
万
円
を
増
額
補
正
し
、
総

額
を
72
億
６
１
４
２
万
１
千
円
と

し
、
企
業
会
計
と
し
て
水
道
事
業

会
計
に
51
万
４
千
円
を
増
額
補
正

し
、
総
額
を
６
億
４
１
７
万
７
千

円
と
し
ま
し
た
。

◆
条
例

　

10
件
の
条
例
が
一
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。

• 

勝
山
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例

• 

勝
山
市
税
外
収
入
金
徴
収
条
例

• 

勝
山
市
介
護
保
険
条
例

• 

勝
山
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例

• 

勝
山
市
税
条
例

• 

勝
山
市
母
子
父
子
家
庭
等
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例

冬の風物詩冬の風物詩

勝山年の市勝山年の市
と　き　１月26日（日）
　　　　午前８時30分～
ところ　本町通り
出店数　53店（木工品、地元名産 等）

問　勝山本町通り商店街振興組合
　　☎88 ｰ 1528
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
新
春
を
健
や
か
に
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
平
素
は
市
行
政
に
対
す

る
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

山
口
茜
選
手
の
華
々
し
い
大
活
躍

が
、
私
た
ち
に
大
き
な
喜
び
と
希

望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

山
口
選
手
以
外
に
も
日
本
代
表

候
補
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
の
宇
田
崇た
か

ニつ
ぐ

選
手
、
バ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
石
井

翔
子
選
手
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
卓

球
の
永
下
尚
也
選
手
を
支
援
す
る

組
織
も
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
今

年
は
い
よ
い
よ
平
成
30
年
福
井
国

体
に
向
け
て
新
体
育
館
の
本
体
工

事
も
始
ま
り
ま
す
。
福
井
国
体
は

も
ち
ろ
ん
、
ソ
チ
冬
季
五
輪
、
リ

オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
、
東
京
と
続
く

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
最
高
の
舞
台

で
、
ふ
る
さ
と
勝
山
の
選
手
が
活

躍
す
る
夢
を
か
な
え
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
は
勝
山
市

で
初
め
て
と
な
る
音
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
と
、
ま
ち
な
か
の
ス
ト

リ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
同
時

開
催
し
、
ま
ち
な
か
へ
人
を
呼
び

込
む
新
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の

第
１
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
今

年
も
新
し
い
企
画
で
ま
ち
な
か
に

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

10
月
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化

財
で
あ
る
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
勝
山

駅
舎
と
ホ
ー
ム
待
合
所
の
大
幅
な

改
修
工
事
が
完
成
し
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
大
正

３
年
に
勝
山
の
文
明
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
創
建
さ
れ
た
大
正
時
代
の

ロ
マ
ン
が
漂
う
外
観
と
内
部
を
再

現
し
、
勝
山
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ

し
い
駅
舎
と
な
り
ま
し
た
。

　

勝
山
市
に
は
「
恐
竜
渓
谷
ふ
く

い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
、

恐
竜
博
物
館
や
ス
キ
ー
ジ
ャ
ム
勝

山
、
国
史
跡
で
あ
る
平
泉
寺
や
、

そ
の
他
に
も
越
前
大
仏
、
勝
山
城

博
物
館
な
ど
を
始
め
、
多
く
の
魅

力
あ
る
観
光
資
源
が
あ
り
、
昨
年

も
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
し

た
。

　

特
に
平
泉
寺
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
が
「
白
山
平
泉
寺
全
国

発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
３
か
年
事

業
の
最
終
年
で
あ
り
、
広
場
や
道

路
の
整
備
、
情
報
発
信
や
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
機
能
、
物
販
等
の
施
設
を

整
備
す
る
ハ
ー
ド
事
業
と
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
た
観
光

案
内
機
能
等
を
整
備
す
る
ソ
フ
ト

事
業
を
展
開
し
、
平
泉
寺
を
本
格

的
に
全
国
発
信
す
る
準
備
が
整
い

ま
す
。
今
後
、
北
陸
新
幹
線
の
金

沢
駅
開
業
に
よ
る
新
た
な
人
の
流

れ
と
、
観
光
の
概
念
の
変
化
を
視

野
に
入
れ
つ
つ
、
今
年
も
さ
ら
に

多
く
の
人
に
来
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
様
々
な
施
策
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
勝
山
市
市
制
施

行
60
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
記
念

式
典
を
始
め
、
様
々
な
記
念
事
業

を
開
催
し
て
、
節
目
の
年
を
お
祝

い
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
様
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
、
展
開
し
て
き
ま
し

た
「
ふ
る
さ
と
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」

を
理
念
と
し
た
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
構
想
」
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く

り
は
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
３
年
ご
と

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
13
年
目

を
迎
え
る
今
年
は
新
た
に
「
わ
が

ま
ち
元
気
発
酵
事
業
」
と
し
て
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
市
内
各
地
域
で
掘

り
起
こ
し
発
展
さ
せ
て
き
た
魅
力

を
、さ
ら
に
も
う
一
段
高
め
て「
発

酵
」
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
力
と

市
民
力
を
同
時
に
高
め
、
勝
山
市

の
さ
ら
な
る
力
を
作
っ
て
い
く
こ

と
に
繋
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
10
月
に
は
同
じ
理
念
で
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
自
治

体
、
市
民
団
体
な
ど
が
集
う
「
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
研
究
会
全
国
大

会
」が
勝
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

12
年
を
か
け
て
創
造
し
、
醸
成
し

て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
成
果
で
あ

る
「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る

誇
り
と
活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と

勝
山
」
を
全
国
に
発
信
す
る
ま
た

と
な
い
機
会
と
と
ら
え
て
お
り
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
に
も
参
画
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
２
０

１
４
年
が
勝
山
市
と
市
民
の
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
い
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
勝
山
市

の
発
展
に
一
層
の
お
力
添
え
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

勝
山
市
長　

山　

岸　

正　

裕
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確定申告は確定申告は
お近くの公民館でご相談くださいお近くの公民館でご相談ください

巡回相談会の日程

日　　　　　時 場　　所

2月20日㈭
午前８時 30分～ 11時 30分 北 谷 公 民 館

午後１時 30 分～３時 30 分 野 向 公 民 館

2月21日㈮ 午前８時30分～午後３時30分 村 岡 公 民 館

2月24日㈪ 午前８時30分～午後３時30分 荒 土 公 民 館

2月25日㈫ 午前８時30分～午後３時30分 北 郷 公 民 館

2月26日㈬ 午前８時30分～午後３時30分 鹿 谷 公 民 館

2月27日㈭
午前８時 30分～ 11時 30分 遅 羽 公 民 館

午後１時 30 分～３時 30 分 猪野瀬公民館

2月28日㈮ 午前８時 30分～ 11時 30分 平泉寺公民館

問　税務課（市役所１階）☎88 ｰ 8101

１．税務署の平成25年分確定申告会場の
開設日は、２月３日㈪です。受付時間
は、午前９時から午後４時です。

２．ご自宅のパソコンで申告書を作成し
てみませんか？
　国税庁のホームページ「確定申告書
作成コーナー」では、
① 所得金額等を入力すると、税額が自
動計算されます。
② 作成した申告書等は、印刷して郵送
で提出できます。
③ 収支内訳書・青色決算書も作成でき
ます。

国税庁ＨＰ　　http://www.nta.go.jp

問　大野税務署　☎66 ｰ 2180

税務署からのお知らせ

◆
沢た
く
さ
ん
か
い

山
会
の
第
１
回
収
穫
祭

　

12
月
１
日
、
ゆ
め
お
ー
れ
広
場
で

そ
の
年
に
収
穫
し
た
野
菜
を
販
売
し

ま
し
た
。
旬
の
大
根
と
白
菜
は
、
新

鮮
か
つ
安
か
っ
た
の
で
、
ま
と
め
買

い
を
し
て
い
く
方
も
い
ま
し
た
。
朝

10
時
に
始
ま
り
、
お
昼
前
に
は
売
り

切
れ
る
ほ
ど
、
大
盛
況
の
収
穫
祭
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
収
穫
祭
は
、
他
の
エ
コ
協
団
体

の
参
加
・
出
店
を
さ
ら
に
呼
び
掛
け
、「
エ

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
祭
」
と
し
て
イ
ベ
ン
ト

化
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

沢 

山
会
▼
発
足
し
て
３
年
目
で
す
。
田
植

え
や
さ
つ
ま
い
も
掘
り
、
収
穫
し
た
野

菜
を
使
っ
た
料
理
教
室
な
ど
、
子
ど
も

の
参
加
を
意
識
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
「
勝
山
年
の
市
」
に
出
店
し
ま
す

　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会
か

ら
、
８
つ
の
団
体
が
出
店
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

• 

の
む
き
風
の
郷
（
え
ご
ま
油
・
惣
菜
・

ス
イ
ー
ツ
）

• 

荒
土
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会

（
良
質
の
木
炭
）

• 

縄
文
の
里
料
理
研
究
会（
古
代
米
を
使
っ

た
縄
文
ぼ
た
餅
や
太
巻
き
、
か
き
餅
）

• 

ス
イ
ー
ツ
食
愛
か
つ
や
ま
（
地
場
野
菜

を
使
っ
た
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
・コ
ー
ヒ
ー
）

• 

勝
山
Ｂ
Ｂ‘
Ｓ（
独
自
に
開
発
し
た「
か
っ

ち
ゃ
ま
き
」）

• 

せ
い
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
里
芋
シ
チ
ュ
ー
、
皮
ま
で
食
べ
ら
れ
る

焼
き
芋
）

• 

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画（
牛
す
じ
煮
込
）

• 

勝
山
市
民
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
海
鮮

焼
き
・
ぜ
ん
ざ
い
）

◆
今
年
、「
日
本
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

研
究
会
全
国
大
会
」
が
勝
山
市
で
開
催

開
催
日
▼
10
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

会　

場
▼
教
育
会
館
ほ
か

　

平
成
14
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
わ
が
ま

ち
げ
ん
き
発
掘
事
業
」
以
後
12
年
に
わ
た

る
取
り
組
み
を
発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
に
各
団
体
が
発
掘
し
育
ん
で
き
た

「
わ
が
ま
ち
の
魅
力
」
を
感
じ
ら
れ
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
う
予
定
で
す
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
に
も
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

※
今
後
、
全
国
大
会
へ
向
け
て
の
活
動
を

随
時
報
告
し
て
い
き
ま
す

文
章　

エ
コ
協
広
報
部
会

問　

勝
山
市
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会

事
務
局　

☎
87
‐
１
０
１
１

収穫祭の様子
（ゆめおーれ勝山）
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次
の
方
は

　
　

申
告
が
必
要
で
す

■
市
役
所
で
申
告
で
き
る
人

①
事
業
を
し
て
い
る（
白
色
申
告
者
）

②
地
代
や
家
賃
等
の
収
入
が
あ
る

③
給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を

超
え
る

⑤
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
る

⑥
給
与
・
退
職
所
得
以
外
に
農
業

や
年
金
等
の
収
入
が
あ
る

⑦
受
給
年
金
で
源
泉
徴
収
が
あ
る

⑧
中
途
退
職
等
で
ま
だ
年
末
調
整

が
さ
れ
て
い
な
い

⑨
障
害
や
扶
養
・
医
療
費
な
ど
の

各
種
控
除
を
受
け
た
い

■
税
務
署
で
の
申
告
が
必
要
な
人

①
事
業
を
し
て
い
る（
青
色
申
告
者
）

②
土
地
や
建
物
等
を
売
っ
た

③
株
式
等
の
譲
渡
が
あ
っ
た

④
住
宅
借
入
金
等
の
特
別
控
除
の

１
年
目

⑤
雑
損
控
除
を
受
け
た
い

控　除　対　象 必　要　書　類
生命・地震保険料 控除証明書
国民年金保険料 控除証明書または領収書
寄 付 金 領収書

住 宅 ロ ー ン
（ ２ 年 目 以 降 ）

借入金年末残高等証明書など

障害・介護関係
・障害者手帳など各種証明書
・介護保険料の領収書
・障害者控除対象認定書

確定申告のご準備はお済みですか？確定申告のご準備はお済みですか？
申告受付 2月17日（月）～3月17日（月）の平日のみ
受付時間 午前8時50分～ 11時30分、午後1時～3時30分
 ※３月９日（日）は、上記の時間に受け付けています

受付会場 教育会館３階　第１研修室
　※期間中、混雑の状況次第では受け付けできない場合がありますので
　　あらかじめご了承ください

年金受給者年金受給者は事前に事前にご相談ください
と　き　２月12日㈬・13日㈭
　　　　　午前8時50分～午後3時30分
　　　　※正午～午後1時は休み

ところ　教育会館３階　第１研修室

農業申告農業申告はこちらで受け付けますはこちらで受け付けます
と　き　３月１日㈯・２日㈰
　　　　　午前９時～午後4時
　　　　※正午～午後1時は休み
ところ　教育会館３階　第１研修室
　　　　（今年から会場が変更になりました）

■
申
告
に
関
す
る
注
意
事
項

• 

医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場

合
、
誰
が
ど
こ
の
病
院
で
い
く

ら
支
払
っ
た
か
が
分
か
る
よ

う
、
集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
• 

収
入
が
な
い
場
合
に
は
「
無
所

得
の
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

※ 

申
告
が
な
い
場
合
、
所
得
証
明

書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

• 

１
月
１
日
に
勝
山
市
で
生
活

し
、
前
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た

方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
（
た
だ
し
、
次
の
方

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

① 

確
定
申
告
済
み
の
方
、
お
よ
び

そ
の
扶
養
対
象
親
族

② 

給
与
収
入
の
み
の
方
で
、
給
与

支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か
ら
提

出
済
み
の
方
お
よ
び
そ
の
扶
養

対
象
親
族

※ 

各
地
区
の
巡
回
相
談
日
は
、
次

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問　

税
務
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
１
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こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

こ
ん
な
と
き
ど
う
す
る
？

　

ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
に
感

染
す
る
と
そ
の
活
動
を
抑
え
よ

う
と
し
て
発
熱
し
ま
す
。
平
熱

よ
り
１
度
以
上
高
く
、
下
が
ら

な
い
な
ら
発
熱
と
い
え
ま
す
。

　

38
℃
以
上
熱
が
あ
っ
て
も
、

水
分
や
食
事
が
と
れ
て
い
る
、

機
嫌
が
よ
い
、
あ
や
す
と
笑
う

時
に
は
様
子
を
見
て
も
い
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
通
常
の
診
療

時
間
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

熱
が
高
い
か
ら
と
い
っ
て
必

ず
し
も
重
い
病
気
と
は
限
り
ま

せ
ん
。
水
分
が
と
れ
元
気
な
と

き
は
一
晩
様
子
を
み
て
も
大
丈

夫
な
場
合
が
多
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
状
況

の
時
に
は
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

•
生
後
３
か
月
未
満

• 

水
分
が
と
れ
ず
、
お
し
っ
こ

が
半
日
く
ら
い
で
な
い

•
顔
色
が
悪
い

• 

眠
っ
て
ば
か
り
い
る
、
ぐ
っ

た
り
し
て
い
る

• 

激
し
く
泣
き
、
あ
や
し
て
も

泣
き
止
ま
な
い

•
下
痢
・
嘔
吐
を
繰
り
返
す

•
息
が
つ
ら
そ
う

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、「
か

か
り
つ
け
医
」
や
「
福
井
県
こ

ど
も
急
患
セ
ン
タ
ー
」
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
！

•
福
井
県
こ
ど
も
急
患
セ
ン
タ
ー

　

福
井
市
城
東
４
丁
目
14
‐
30

　

☎
0
7
7
6
‐
25
‐
9
9
5
5

　

ま
た
、
家
で
は
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

● 

水
分
補
給
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
（
子
ど
も
用
イ
オ
ン
飲
料

な
ど
）
※
補
水
液
の
作
り
方

参
照

● 

熱
の
出
始
め
は
寒
気
が
す
る

の
で
暖
か
く
、
上
が
り
き
っ

た
ら
涼
し
く
す
る

● 

熱
が
あ
っ
て
つ
ら
そ
う
な

ら
、
解
熱
剤
を
使
用
し
て
も

よ
い
で
し
ょ
う

● 

元
気
で
あ
る
な
ら
、
解
熱
剤

を
使
用
し
な
く
て
よ
い
で

し
ょ
う

◆
補
水
液
の
作
り
方

材
料　

水　

１
リ
ッ
ト
ル

　
　
　

塩　

３
グ
ラ
ム

　
　
　

砂
糖
40
グ
ラ
ム

①
材
料
を
混
ぜ
る

② 

好
み
に
応
じ
て
レ
モ
ン
な
ど

を
絞
っ
て
入
れ
る
と
飲
み
や

す
く
な
り
ま
す

◆
坐
薬
の
使
い
方

　
※ 

使
用
量
は
医
師
の
指
示
に
従

い
、
子
ど
も
の
体
重
に
応
じ

て
、
半
分
や
３
分
の
１
な
ど

に
切
っ
て
使
い
ま
す

熱
が
で
た
と
き

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

「
子
ど
も
の
急
病
時
の
対
応
」

包装を外して使います1/2

消防ポンプ自動車と
高規格救急車を更新しました

　先月、劣化・老朽化した消防車（平成元年に
配備）と救急車（平成２年に配備）を、左記の
車に更新しました。

問　消防署 ☎88-0400

写真上：新たに圧縮空気泡消火装置を装備した
　　　　消防ポンプ自動車。水利が限られた場
　　　　所での活動等に有効です。
写真下：新たに自動心臓マッサージ器とオゾン
　　　　発生装置を装備した高規格救急車。絶
　　　　え間なく心臓マッサージを行うことが
　　　　でき、またウイルスや菌を除菌して患
　　　　者間や隊員間の感染を防ぎます。

　

夜
間
や
休
日
に
子
ど
も
が
急
病
に
な
っ
て
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
急
い
で
病
院
に

行
っ
た
方
が
よ
い
の
か
ど
う
か
不
安
に
な
る
も
の
で
す
。
そ
ん
な
と
き
に
あ
わ
て
ず
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
よ
く
あ
る
症
状
で
の
受
診
の
目
安
等
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
連
載
し
て
い
き
ま
す
。
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
き
い
き
!!

地
域
い
き
い
き

地
域
い
き
い
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業

　

勝
山
市
で
は
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進
や
生
き
が
い
づ
く

り
を
推
進
し
て
介
護
予
防
に
つ
な
げ
る
た
め
、
高
齢
者
に
関
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
ポ
イ
ン
ト
制
に
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
商

品
券
等
に
引
き
換
え
る
制
度
を
、
今
年
度
か
ら
始
め
て
い
ま
す
。

問　

勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会　

☎
88
‐
１
１
７
７

■
事
業
概
要

　

高
齢
者
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
年

間
最
高
５
千
円
の
商
品
券
等
に
交

換
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
95
名
が
地
域
い
き
い
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
て
い
ま

す
。
平
均
年
齢
は
71
歳
、
男
性
最

高
齢
は
82
歳
、
女
性
91
歳
で
す
。

　

活
動
内
容
と
し
て
、
介
護
保
険

施
設
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
区
の

サ
ロ
ン
や
お
出
か
け
サ
ロ
ン
で
の

補
助
、
ご
み
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
は
、
勝
山

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

　
　
　
　
　
　
　
　

い
き
い
き

「
ろ
う
き
ん
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

（
代
表　

多
田
治
周
さ
ん
）」

　

ろ
う
き
ん
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。月
２
回
、

定
期
的
に
市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
演
奏
し
て
い

ま
す
。
と
き
に
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
を

交
え
て
披
露
し
ま
す
。
入
所
者
の

皆
さ
ん
も
一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ

り
、
タ
ン
バ
リ
ン
や
鈴
を
鳴
ら
し

た
り
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
方
は
、「
何
度
も

訪
問
し
て
い
る
と
、
利
用
者
さ
ん

の
そ
の
日
の
体
調
が
分
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ポ
イ
ン
ト
を
目

的
に
活
動
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
手
帳
に
ポ
イ
ン
ト

が
溜
ま
っ
て
い
く
の
を
見
る
と
、

自
分
な
り
の
達
成
感
や
張
り
合
い

が
で
ま
す
。」
と
話
し
て
い
ま
す
。

■
80
歳
に
な
っ
て
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
い
き
い
き

　
　

前
川　

巧
さ
ん
（
82
）

＝
遅
羽
町
嵭
崎
＝

　

市
の
思
い
に
賛
同
し
、
い
き
い

き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
い
ろ
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
は
「
お
出
か
け
サ
ロ

ン
」で
の
活
動
が
一
番
多
い
で
す
。

サ
ロ
ン
を
利
用
し
て
い
る
人
の
中

に
は
同
級
生
も
い
て
、
懐
か
し
い

話
を
し
て
い
ま
す
。
今
82
歳
で
す

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
い
つ

ま
で
で
き
る
の
か
と
思
っ
た
り
も

し
ま
す
。

　

現
在
、
１
冊
目
の
ポ
イ
ン
ト
帳

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
２
冊
目
に

な
り
ま
し
た
。
２
冊
目
が
い
っ
ぱ

い
に
な
っ
た
ら
商
品
券
と
交
換
し

て
、
お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
り

し
て
、
自
分
が
元
気
に
な
る
こ
と

に
使
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ボランティアと一緒にゲームを楽しむ　おでかけサロン（水芭蕉）にて

　 男 性 女 性 合 計
50代 1名 4名 5名
60代 7名 31名 38名
70代 5名 37名 42名
80代 1名 8名 9名
90代 0名 1名 1名
合計 14名 81名 95名

地域いきいきボランティアの登録者の内訳
平成25年12月10日現在
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　確定申告で社会保険料控除の申告をする際に
は、国民健康保険税の納付済額も対象になり、
所得合計金額から差し引くことができます。
　平成25年１月１日から同年12月31日までに
納付された金額で、納期未到来分の保険税を既
に納付されている場合や過年度の（遅れていた）
保険税を納付された場合の税額も含まれます。

納付の方法 申告できる方

現金納付 実際に支払いをされた方

口座振替 当該口座名義の方

特別徴収（年金天引き） 当該年金受給者

● 領収証書や預金通帳の日付をご確認の上、該
当する1年間に納付した合計額を算出して、
申告用紙へ記入してください。（領収証書は
添付不要です）
● 還付があった場合には、その分の金額を差し
引いて申告してください。

　厚生年金保険、国民年金等から支給される老
齢年金などは雑所得として所得税がかかりま
す。日本年金機構から源泉徴収票が送付されま
すので、確定申告の際に添付してください。
※ 障害年金や遺族年金は所得税の課税対象では
ないため、源泉徴収票は送付されません

○源泉徴収票の送付時期
　１月末までに順次送付

○所得税が年金から源泉徴収される方
・65歳未満で受給額（年額）が108万円以上の方
・65歳以上で受給額が158万円以上の方

○確定申告が必要な方
　２か所以上の年金の支払者に対して扶養親族
等申告書を提出している方や、年金以外に所得
がある方

　公的年金等の収入金額の合計が400万円以下
で、かつ、公的年金に係る雑所得以外の所得金
額が20万円以下の方は所得税の確定申告をす
る必要がなくなりましたが、市・県民税の申告
が必要な場合があります。詳しくは、税務課に
お尋ねください。

○源泉徴収票の再交付について
　過去８年分の再交付が可能です。基礎年金番
号の分かるものをご用意のうえ、年金事務所ま
でお申し込みください。

問　市民課（市役所１階）　　 ☎88 ｰ 8102
　　税務課（市役所１階）　　 ☎88 ｰ 8101
　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4518

国民健康保険税も社会保険料控除に該当します国民健康保険税も社会保険料控除に該当します
国
保

年
金

問　税務課（市役所1階） （☎88 ｰ 8101）

非自発的失業者の
国保税の軽減について

　リストラや会社の倒産など事業者の
都合で離職された方は、申請により国
民健康保険税が軽減されます。

【対象となる方】
◎離職時65歳未満の方
◎ ハローワークで交付された「雇用保
険受給資格者証」の離職理由コード
（2桁の番号）が11・12・21・22・
23・31・32・33・34に該当する方
※ 詳細については下記までお問合せく
ださい

問　市民課（市役所１階）
 ☎88 ｰ 8102

「平成25年分公的年金等の源泉徴収票」が送付されます「平成25年分公的年金等の源泉徴収票」が送付されます
～年金を受給している方へ～
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人件費の状況人件費の状況
　平成25年4月1日現在の市の三役、市
議会議員、市職員の給料・手当などを公
表します。
※ 三役、市職員の給料は、国の臨時特例
法に基づき、25年7月から26年3月
まで平均3.4％下記の額より引き下げ
ています

人件費の決算状況

職員給与費の状況

職員手当の状況 国と比較した平均給料月額

国と比較した初任給

部門別職員数の状況

職員の経験年数平均給料

特別職等の報酬

等級別職員数の状況

（24年度決算・普通会計）

（25年度予算・普通会計）

（25年度） （25.4.1現在）

（25.4.1現在）

（各年の4.1現在）

（一般行政職（大学卒）） （25.4.1現在）

（25.4.1現在）

（25.4.1現在）
職員数 309人

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 23年度
千円 千円

12,180,541 2,401,812 19.7％ 19.2％

（注）人件費には特別職に支給される給料・報酬等を含みます

職員数（A）
給　　　与　　　費 １人あたりの

給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
千円 千円 千円 千円 千円

279人 1,043,382 156,909 373,903 1,574,194 5,642

区　　　分 主　な　内　容

期 末 手 当
勤 勉 手 当

６月期
12月期
　計

　 期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

勤勉手当
0.675月分
0.675月分
1.35月分

退 職 手 当

 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.03月分 30.87月分
勤続25年 32.83月分 38.955月分
勤続35年 46.55月分 55.86月分
最高限度額 55.86月分 55.86月分
 （国の最高　55.86月分）
1人あたりの平均支給額25,158千円（24年度）

特殊勤務手当

徴収事務従事手当
動物の死体及び汚物処理従事手当
消防署勤務手当
用地交渉従事手当
感染症防疫作業に従事する職員

扶 養 手 当
配偶者13,000 円配偶者以外6,500円
（扶養親族のうち満16歳から22歳
までの子1人につき5,000円加算）

住 居 手 当 借家23,000円までの場合12,000円
を引いた額

通 勤 手 当 交通機関利用の場合 55,000円まで
自家用車の場合 2,000円～ 24,500円

時 間 外
勤 務 手 当

支給総額　　  85,625千円（24年度）
1人あたりの年額  306千円

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢
勝山市 312,769円 41年5月 304,739円 52年1月
国 307,220円 43年1月 272,119円 49年9月

※国は「給与改定・臨時特例法」に基づく給与減額措置（▲５～10％）後の額です

区　分 高校卒初任給 高校卒2年目 大学卒初任給 大学卒2年目
勝山市 140,100円 144,500円 161,600円 172,200円
国 140,100円 144,500円 172,200円 178,800円

区分
部門

職　員　数（人） 対前年増減数（人）
Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

一　
　
　
　

般

議 会 5 4 4 △1
総 務 53 53 50 △1 △3
税 務 15 14 16 △1 △1 2
農 水 17 16 16 △1
商 工 12 12 11 1 △1
土 木 26 27 25 2 1 △2
小 計 128 126 122 1 △2 △4

福　

祉

民 生 37 37 36 △1
衛 生 16 16 15 1 △1
小 計 53 53 51 1 △2

一般行政計 181 179 173 2 △2 △6
特
別
行
政

教 育 73 72 71 △2 △1 △1
消 防 36 37 37 1
小 計 109 109 108 △2 △1

公
営
企
業
等

水 道 4 4 4 △1
下水道 6 6 7 △1 1
その他 17 17 18 1
小 計 27 27 29 △2 2

総　合　計 317 315 310 △2 △2 △5
泫　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者を含み、臨時または非常勤職員を除いています（教育長を含む）

7年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満

237,000円 260,612円 305,358円

市 長 850,000 円 議 長 440,000 円
副 市 長 710,000 円 副 議 長 370,000 円
教 育 長 530,000 円 議 員 350,000 円
期末手当　6月期　1.40月分　　12月期　1.55月分

区分 主な補職内容 職員数 構成比

1級 主 事
技 師 11 3.6％

2級 主 事
技 師 58 18.8％

3級 主 査 83 26.9％

4級 主 任 53 17.1％

区分 主な補職内容 職員数 構成比

5級 主 幹 36 11.6％

6級 課 長 22 7.1％

7級 部 長 9 2.9％

技能労務
職　員

運 転 手
調 理 師
施 設 員

37 12.0％

市職員などの給与を公表
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木
根
橋
出
兵
念
忠
碑

　

こ
の
碑
は
、
北
谷
町
木
根
橋
道
場
の
横

に
惣そ
う
ば
か墓
と
並
ん
で
建
て
ら
れ
て
い
る
。「
念

忠
碑
」
と
あ
り
、
碑
は
戦
死
し
た
個
人
の

名
誉
を
顕
彰
す
る
た
め
に
建
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
碑
に
は
木
根
橋
出
身
の
３
人

の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

北
谷
全
体
の
忠
魂
碑
は
「
帝
国
在
郷
軍

人
会
北
谷
村
支
部
」
に
よ
り
、
昭
和
７
年

（
1
9
3
2
）
に
河
合
区
に
建
て
ら
れ
た
。

そ
の
傍
ら
に
は
同
41
年
に
「
北
谷
町
遺
族

会
」
の
名
で
、「
戦
没
者
名
列
碑
」
が
新

た
に
建
て
ら
れ
た
。
名
列
碑
に
は
西
南
戦

争
か
ら
第
二
次
大
戦
ま
で
の
戦
死
者
百
五

十
余
名
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
忠
魂
碑

の
周
囲
は
砲
弾
形
を
し
た
石
柱
で
囲
わ
れ

て
い
る
。

　

念
忠
碑
は
明
治
36
年
（
1
9
0
3
）
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
忠
魂
碑
も
含
め
た

市
内
の
戦
争
記
念
碑
の
中
で
は
最
も
古
い

も
の
で
あ
る
。
碑
文
の
初
め
に
は
明
治
維

新
以
後
、
新
体
制
が
整
っ
て
い
く
中
で
、

戦
雲
の
兆
し
が
見
え
始
め
た
こ
と
を
述

べ
、
続
け
て
村
内
の
３
人
の
出
征
か
ら
戦

死
に
至
る
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
以
下

時
代
順
に
紹
介
し
て
い
く
。

　

大
竹
口
岩
松
は
明
治
10
年
の
西
南
戦
争

に
従
軍
し
、
翌
年
名
古
屋
師
団
で
病
死
と

あ
る
。
正
確
に
は
師
団
で
は
な
く
鎮
台
で

あ
ろ
う
。
大
山
口
治
郞
は
同
27
年
の
日
清

戦
争
に
従
軍
、
彼
も
同
年
11
月
に
朝
鮮
の

安
洲
病
院
で
病
死
と
あ
る
。『
福
井
県
英

勲
録
』
に
よ
る
と
、
彼
は
名
古
屋
の
歩
兵

第
19
連
隊
に
属
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

大
竹
口
仁
左
衛
も
同
じ
く
日
清
戦
争
に

従
軍
し
た
。
日
本
は
こ
の
戦
争
で
台
湾
を

手
に
入
れ
た
が
、
明
治
35
年
に
抵
抗
運
動

が
起
こ
り
、
彼
は
台
湾
に
派
遣
さ
れ
久
能

山
で
戦
死
と
あ
る
。
久
能
山
が
ど
こ
指
す

の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
先
の
英
勲
録

に
は
戦
場
地
は
台
中
と
あ
り
、
部
隊
は
台

湾
守
備
隊
歩
兵
９
大
隊
と
あ
る
。

市
史
編
纂
室　

山
田
雄
造

「武器より一冊の
本をください」

～少女マララ・
ユスフザイの祈り～

「太っちょ・
やせっぽちの読む本」

～あるがまま生きのびて
きた遺伝のはなし～

「名軍師ありて、
名将あり」

ヴィヴィアナ・マッツァ／著
金の星社

山田　真／著
ジャパンマシニスト社

小和田　哲男／著
ＮＨＫ出版

　マララはパキスタンに住む、勉強が好きな
ごく普通の１５歳の少女。「女の子というだ
けで学校で勉強する機会を奪われたくない」
とブログで訴えたために、タリバンに銃撃さ
れた。奇跡的に命を取りとめた少女が、教
育の自由を全世界に訴える勇気の物語。

　どうして親子は似ているの？刺激の強
い味を味わった赤ちゃんは、「舌が肥え
る」？太っちょとやせっぽちは遺伝子で
決まる？小児科の先生が、遺伝子やから
だに関するさまざまな疑問にわかりやす
く答える。

　2014年大河ドラマの主人公「黒田官兵
衛」をはじめ、義を貫いた策士「山本勘助」、
情あつき知将「竹中半兵衛」など、名軍師
たちの実像に迫る。武将を補佐し心理面で
のバックアップも行った活躍から現代のリー
ダーシップにつながるエッセンスを取り出す。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成25年12月末 前年比

総件数 500件 －7件

人身事故
（うち高齢者）

49件
（15）

－22件
（－9）

死　者
（うち高齢者）

2人
（1）

0人
（0）

傷　者 54人 －28人

物損事故 451件 15件

1月の納税

11月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 12月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 12,085人 6 －13 －7 13 －13 0 12,078人 －7人
女 13,240人 5 －16 －11 17 －27 －10 13,219人 －21人
合　計 25,325人 11 －29 －18 30 －40 －10 25,297人 －28人
世帯数 8,106世帯 8,107世帯 1世帯

人口の動き

市・県民税、国民健康保険税▶第４期
納期限▶1月31日㈮　　口座振替▶1月27日㈪

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪８
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平
成
平
成
2626
年
度　

育
英
資
金
奨
学
生
募
集

年
度　

育
英
資
金
奨
学
生
募
集

対　

象
▼

• 

保
護
者
が
勝
山
市
在
住
で
、
今

春
、高
校
や
大
学
に
進
学
す
る
、

ま
た
は
経
済
的
理
由
で
就
学
の

継
続
が
困
難
で
あ
る
方

• 

他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い

方
所 

得
制
限
▼
両
親
ま
た
は
両
親
に

代
わ
っ
て
家
計
を
支
え
て
い
る

方
の
収
入
金
額
を
対
象
と
し

て
、
所
得
金
額
か
ら
特
別
控
除

額
※
を
差
し
引
い
た
認
定
所
得

金
額
が
、
収
入
基
準
額
以
下
で

あ
る
こ
と

※ 

母
子
父
子
世
帯
や
障
が
い
の
あ

る
方
が
い
る
世
帯
な
ど
、
世
帯

の
状
況
に
応
じ
て
控
除
額
は
異

な
り
ま
す

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

①
市
育
英
資
金
貸
与
申
請
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）

②
学
校
長
に
よ
る
調
査
書

③ 

平
成
24
年
の
所
得
証
明
書
（
家

族
で
収
入
の
あ
る
方
全
員
分
）

④
平
成
25
年
の
納
税
証
明
書

（
世
帯
全
員
分
）

⑤
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
原
則
、
保
護

者
と
勝
山
市
在
住
で
所
得
の
あ

る
方
と
し
ま
す

※ 

③
④
は
、
市
担
当
者
が
原
簿
閲

覧
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
る
こ

と
で
省
略
で
き
ま
す

返
済
方
法
▼
12
年
以
内
の
返
済

（
無
利
子
）

申
込
締
切
▼
３
月
14
日
㈮

そ 

の
他
▼
貸
与
者
は
４
月
頃
に
教

育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す

申
・
問　

教
育
総
務
課
（
教
育
会

　

館
２
階
）　

☎
88
‐
８
１
１
１

表１　貸与区分・貸与金額（月額）

進学先 国公立 私　立 入学時特別
増額貸与金

高校・専修学校の
高等課程 1万5千円 2万5千円

大学（専修
学校の専門
課程・短期
大学）

自　宅 3万円 4万円
20万円

自宅外 4万円 5万円

※詳細は市のホームページをご覧ください
貸与総額 ＝ 貸与月額 × 12月 × 修業年数（＋入学時特別増額貸与金）

表２　返済額・返済期間

貸与を受けた
奨学金（総額）

返済額
（年額） 返還年数

40万円以下 5万円 ～8年

40万円超え
70万円以下 7万円 7～ 9年

70万円超え
100万円以下 10万円 8～ 10年

100万円超え
150万円以下 15万円 8～ 10年

150万円超え
250万円以下 20万円 9～ 12年

250万円超え 36万円 10～ 11年

表３　収入・所得の目安

区　分 給与収入 給与以外

3人世帯
例）父母
本人

836万円
以下

362万円
以下

4人世帯
例）父母
本人
中学生

890万円
以下

404万円
以下

5人世帯
例）父母
本人
中学生
小学生

923万円
以下

437万円
以下

表４　給与所得における控除額

年間収入額 控除額

400万円以下 年間収入額×0.2
＋263万円

400万円超え
878万円以下

年間収入額×0.3
＋223万円

878万円超え 486万円

※ 収入額が329万円未満の場合、控除
額は収入額と同額

リ
ュ
ウ
ピ
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ャ
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ゴ
ン
の

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

暮
ら
し
の
安
心
掲
示
板

勝山市安全安心推進審議会

勝山警察署協議会

ご
注
意
！！

「
ニ
セ
警
察
官
」
現
る

　

最
近
、
県
内
で
振
り
込
め

詐
欺
な
ど
の
被
害
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
手
口
の
中
で
も
、

最
近
県
内
で
多
発
し
た
の
が
、

「
警
察
官
を
か
た
っ
た

オ
レ
オ
レ
詐
欺
」
で
す
。

　

ニ
セ
モ
ノ
の
警
察
官
が
、

 『 

あ
な
た
の
銀
行
口
座
が
悪
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
引

き
出
さ
な
い
と
犯
人
に
引
き

出
さ
れ
て
し
ま
う
。
銀
行
協

会
の
者
が
行
く
の
で
お
金
を

預
け
て
く
だ
さ
い
。』

な
ど
と
言
っ
て
、
お
金
を
だ
ま

し
取
ろ
う
と
す
る
手
口
で
す
。

　

警
察
が
こ
の
よ
う
に
、
皆
さ

ん
の
大
切
な
お
金
を
預
か
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
！！

　

警
察
を
名
乗
る
不
審
な
電

話
（
特
に
お
金
の
話
）
に
は

直
ぐ
に
返
事
を
せ
ず
、
い
っ

た
ん
電
話
を
切
り
、
家
族
や

勝
山
警
察
署
（
☎
88
‐

0
1
1
0
）
ま
で
相
談
し
ま

し
ょ
う
。


